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カタログ中に用いられている各用語の意味を以下に示します。

z接点部
¡接点構成

接点構成とは、接触機構をいいます。

例えば、b接点（ブレイク接点）、a接点

（メーク接点）、c接点（トランスファ接点）

などがあります。

¡接点極数

接点極数とは、接点回路数をいいます。

¡接点記号

それぞれの接触機構に対して以下のよう

に表示しています。

¡MBB接点

MBB接点とはメイク・ビフォア・ブレ

イク（Make Before Break）接点の略語で

b接点が開路する前にa接点が閉路する

オーバーラップ機構を持った接点です。

¡定格負荷

開閉部（接点）の性能を定める基準とな

る値で、接点電圧と接点電流の組み合わ

せで表現します。

a接点 

カタログ 
表記の 
接点記号 

JISに 
おける 
接点記号 

b接点 c接点 MBB接点 

注. 「プリント基板用リレー 用語解説」・「プリント基板
用リレー 共通の注意事項」は、 特別な場合を除
いてJISの接点記号で表記しています。 

b接点 

a接点 

コイル 

オーバーラップ オーバーラップ 

¡定格通電電流

接点を開閉することなしに温度上昇限度

を超えることなく連続して接点に通電で

きる電流値。

¡開閉容量の最大値

開閉できる負荷容量の最大値です。使用

時には、この値を超えないように回路設

計をしてください。ACの場合はVAで、

DCの場合はWで表示されています。

¡故障率

個別に規定する試験の種類および負荷で

リレーを連続開閉した時の単位時間（動

作回数）内に故障をおこす割合です。

この値は、開閉ひん度、雰囲気、期待す

る信頼性水準によって変化することがあ

ります。実使用上は、実使用条件にて実

機確認を必ず実施してください。

本カタログでは、この故障率をP水準

（参考値）として記載しています。これ

は、信頼水準60％（λ60）での故障水準

レベルを表しています。（JIS C5003）

L 

M 

N 

P 

Q

… 

5×10－6 

1×10－6 

0.5×10－6 

0.1×10－6 

0.05×10－6

（例） 
λ60＝0.1×10－6/回は、 
信頼水準60％で 

故障が推定されるという 
ことを表しています。 

10,000,000
1 回 

水準 故障率（　/回） 

… 

¡接触抵抗

接触抵抗とは、可動片・端子・接点など

の回路を構成する導体固有抵抗と接点同

士が接触する境界抵抗および集中抵抗の

合成した値をいいます。

本カタログに記載の接触抵抗値は、初期

規格値であり、この値の大小は実使用に

おける良否を表すものではありません。

また、接触抵抗値は接点閉路後、接触抵

抗が安定した状態での測定値を表します。

接触抵抗の測定条件は、下図に示す電圧

降下法（四端子法）にて下記表に規定す

る測定電流を通電します。

試験電流（JIS C5442）

¡接点電圧の最大値

開閉できる接点電圧の最大値です。使用時

にはこの値を絶対に超えないでください。

¡接点電流の最大値

開閉できる接点電流の最大値です。使用時

にはこの値を絶対に超えないでください。

接触抵抗＝ （Ω）V
I

直流での測定は電源の正逆極性で
実施し、その平均値をとります。（ ）

定格接点電流 
または開閉電流 試験電流（mA） 

0.01未満 

0.01以上　0.1未満 

 0.1以上 1未満 

 1以上 

1 

10 

100 

1,000

（A） 

V

A
（直流または交流） 

：電流計 
：電圧計 
：可変抵抗器 

電源 

端子 

V

RI

リレー 

端子 

R

V

A

xコイル部
¡コイル記号

コイルの駆動形態に対して以下のように表示しています。

シングル・ステイブル形 2巻線ラッチング形 
1巻線ラッチング形 

有極タイプ 無極タイプ 4端子タイプ 3端子タイプ 

¡定格電圧

リレーを通常状態で使用する場合、操作

コイルに加える基準となる電圧。

¡コイル抵抗

コイル抵抗とは、コイルの温度が＋23℃

のときのコイル端子間の抵抗。

各機種の本文中に指定がない限り公差

は±10％です。（交流仕様のコイル抵抗

値、およびコイルインダクタンスは、参

考値です。）

¡定格消費電力

コイルに定格電圧を加えたとき、コイル

で消費される電力（定格電圧×定格電

流）。交流仕様の定格消費電力は、周波

数60Hzにおける値です。

¡定格電流

リレーを通常使用するためにコイルに流

れる基準となる電流。コイルの温度が＋

23℃のときの値です。また、各機種の本

文中に指定がない限り定格電流の公差

は、＋15％、－20％です。
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¡動作電圧

リレーが動作するための最小の電圧で

す。（JIS C5442）

コイルの温度が＋23℃のときの値です。

¡復帰電圧

電圧を急激に降下または徐々に減少させ

たとき、リレーが復帰する最大の電圧で

す。（JIS C5442）

コイルの温度が＋23℃のときの値です。

（例）形MY4 DCタイプの場合
動作電圧、復帰電圧の分布は下記のグラ

フのようになっています。

グラフにあるように動作時は定格電圧の

80％以下で動作し、復帰時は、10％以上

で復帰するようにしています。

したがって、カタログの表現も、「動作

電圧」を80％以下、復帰電圧を10％以上

と表記しています。

¡ホットスタート

接点通電状態で、コイルに連続通電後、

一旦コイルへの通電をオフにし、ただち

に再度オンした状態またはそのときの動

作電圧値をいいます。

（コイル電圧、接点電流、周囲温度は、

条件設定した値とする）

¡最小パルス幅

ラッチング形リレーにおいてセットおよ

びリセットさせるためのコイルへの定格

印加電圧の最小パルス幅をいいます。

ただし、周囲温度＋23℃でコイルに定格

電圧を印加した値です。

¡コイルインダクタンス

（一般リレーのみ記載）

直流リレーにおいては矩形波を加えて時

定数より求めた値です。また、交流リレー

においては定格周波数における値です。

それぞれ、動作状態、復帰状態で値が異

なります。

c電気的性能
¡動作時間

コイルに定格電圧を印加した時点から接

点が動作するまでの時間。複数個の接点

を持つリレーの場合には、他の規定がな

ければ一番遅い接点が動作するまでの時

間になります（JIS C5442）。

コイル温度が＋23℃のときの値で、バウ

ンス時間は含まれていません。

¡セット時間（ラッチング形に限る）

セットコイルに定格電圧を印加した時点

から接点が動作するまでの時間。

複数個の接点を持つリレーの場合には、

他の規定がなければ一番遅い接点が動作

するまでの時間になります。

なお、コイル温度が＋23℃のときの値で、

バウンス時間は含まれていません。

¡復帰時間

コイルから定格電圧を取り除いた時点か

ら接点が復帰するまでの時間。

複数個の接点を持つリレーの場合には、

他の規定がなければ一番遅い接点が復帰

するまでの時間になります（JIS C5442）。

a接点のみの場合は一番遅いa接点が開路

するまでの時間です。

コイル温度が＋23℃のときの値で、バウ

ンス時間は含まれていません。

¡リセット時間（ラッチング形に限る）

リセットコイルに定格電圧を印加したと

きから接点が復帰するまでの時間。

a接点のみの場合は一番遅いa接点が開路

するまでの時間です。

複数個の接点を持つリレーの場合には、

他の規定がなければ一番遅い接点が復帰

するまでの時間になります。

コイル温度が＋23℃のときの値で、バウ

ンス時間は含まれていません。

¡バウンス

リレーの可動部分（接極子）が鉄心や接

点相互の衝突によって生じる衝突振動な

どに起因する接点間の間欠的開閉現象。

（JIS C5442）

¡動作バウンス時間

コイル温度が＋23℃のときにコイル定格

電圧を印加したときのa接点のバウンス

時間をいいます。

¡復帰バウンス時間

コイル温度が＋23℃のときにコイル定格

電圧を取り除いたときのb接点のバウン

ス時間をいいます。

¡開閉ひん度

単位時間あたりのリレー操作回数です。

b接点 

a接点 

1巻線 
ラッチング 

リセット 
コイル 

セット 
コイル 
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パルス幅 
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¡絶縁抵抗

接点、コイル間や導電部端子と（鉄芯枠、

鉄芯のような）非充電金属部間、あるい

は接点相互間の絶縁された部分の抵抗の

ことです。

この値はリレー単体における値で、基板

のランドなどは含みません。

①コイル－接点間：

コイル端子と接点全端子間

②異極接点間：

異極接点端子相互間

③同極接点間：

同極接点端子相互間

④セットコイル・リセットコイル間：

セットコイル端子とリセットコイル端

子間

¡耐電圧

絶縁された金属部間（特に充電金属）に

電圧を1分間加えたとき、絶縁破壊の起

こらない限界値。電圧印加箇所は、絶縁

抵抗と同一です。

リーク電流（絶縁破壊を検出するための

電流）は通常1mAです。ただし、リーク電

流を3mA、10mAとすることもあります。

¡耐衝撃電圧（耐サージ電圧）

落雷あるいは誘導性負荷開閉時に発生す

る瞬間的異常電圧に対する耐久性を示す

限界値のことです。サージ波形は、特に

記載のない限りJIS C5442による1.2×50

μsの標準衝撃電圧波形で表します。

FCC Part68では、10×160μs±1500V

が規定されています。

¡振動

運搬時、取りつけ時に発生する比較的大

きな振動による特性変化や破損について

規制された耐久振動と、使用状態での振

動による誤動作を規制する誤動作振動と

に分けられます。
α＝0.002f2A×9.8 α：振動加速度（m/s2）

ｆ：振動数（Hz）

Ａ：複振幅（㎜）

¡衝撃

運搬時、取りつけ時に発生する比較的大

きな衝撃による特性変化や破損について

規制された耐久衝撃と、使用状態での衝

撃による誤動作を規制する誤動作衝撃と

に分けられます。

¡機械的耐久性

接点に負荷を加えないで、規定の開閉ひ

ん度で開閉動作させたときの耐久性のこ

とです。

¡電気的耐久性

接点に定格負荷を加え規定の開閉ひん度

で開閉させたときの耐久性のことです。

¡熱起電力

異種の金属を両端で接続し、接合部の温

度を異なる温度に保つと、回路に一定方

向の電流が流れます。この電流を生じさ

せる起電力を熱起電力といいます。

リレーの場合、端子、接触片、接点の異

種金属に熱起電力を生じます。熱電対を

リレーで切り替える場合、この熱起電力

により実際の温度と測定温度が異なる原

因となります。

¡高周波アイソレーション

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

開路状態にある接点端子間および接続さ

れていない端子間における高周波信号の

漏れの程度のことです。

¡インサーションロス（挿入損失）

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

閉路状態にある接点端子間における高周

波信号の減衰量のことです。

¡リターンロス（反射損失）

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

伝送路上に発生する高周波信号の反射量

のことです。

¡V.S.W.R.

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

伝送路中に発生する電圧定在波比のこと

です。

注.リターンロスとV.S.W.R.換算式

100
90

50

30

0
0 1.2 50時間（μs） 

波高値 

サ
ー
ジ
電
圧
（
％
） 

¡高周波特性の測定方法例

測定に関係しない接点は50Ωにて終端す

る。

¡高周波通過電力の最大値

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

閉路状態にある接点端子間を通過可能な

高周波信号の電力の最大値のことです。

¡高周波開閉電力の最大値

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

接点において開閉が可能な高周波信号の

電力の最大値のことです。定格負荷に比

べ電気的耐久性が短くなります。

¡クロストーク特性

（プリント基板用高周波リレーのみ記載）

接点回路の相互間における高周波信号の

漏れの程度のことです。

¡TV定格（UL/CSA）

TV定格とは、ULおよびCSA規格の中の

耐突入電流性能を評価する代表的な定格

の一つで、そのリレーが突入電流を含む

負荷を開閉できる程度を示しています。

例えば、テレビ電源用リレーはTV定格

を取得しているリレーである必要があり

ます。

開閉試験（耐久テスト）は、負荷として

タングステンランプを使用し、トータル

25,000回の開閉に耐えることを要求して

います。

TV定格 

TV-3 

TV-5 

TV-8 

 

突入電流 

51A 

78A 

117A 

 

定常電流 

3A 

5A 

8A 

 

代表機種例 

形G2R-1A 

形G2R-1A-ASI 

形G4W-1112P-US-TV8

ストレージ 
ノーマライザ 

ネットワーク 
アナライザ 

伝送テストセット 

50Ω 
ターミネーション 

高周波リレー 

OUT OUTIN

11 3 14 
（8） 

 8 
（14） 

B A R RF

V.S.W.R.＝ 
1－10

1＋10－ 
χ
20

－ 
χ
20

χ：リターンロス 



プ
リ
ン
ト
基
板
用
リ
レ
ー

用
語
解
説

プリント基板用リレー 用語解説

C-21

v動作の形態
¡シングル・ステイブル形（基準形）

コイルの無励磁、励

磁に応じて接点が切

り替わり、それ以外

は動作要素上特別な

機能を持たないリレ

ーです。

¡2巻線ラッチング形

セットコイルとリセ

ットコイルを有し、

セット状態またはリ

セット状態を保持で

きるラッチング構造

のリレーです。

端子配置/内部接続
（BOTTOM VIEW）

端子配置/内部接続
（BOTTOM VIEW）

S：セットコイル
R：リセットコイル

¡1巻線ラッチング形

1つのコイルで、印

加する電圧の極性に

対応して、セットま

たはリセット状態に

切り替わり保持でき

るラッチング構造の

リレーです。

端子配置/内部接続
（BOTTOM VIEW）

S：セットコイル
R：リセットコイル

¡ステッピング形（一般リレーのみ記載）

入力1パルスごとに、複数の接点が順次

オン、オフとシフトしていくリレーです。

¡ラチェット形（一般リレーのみ記載）

ステッピング形の一つでコイル入力1パ

ルスごとに接点が交互にオン、オフする

リレーです。

b外形･形状
¡外形寸法

プリント基板用リレー
小型を特長としたものに限り、最大寸法

と＊印（ ）値の平均寸法を併記し、設計

の目安としました。

一般リレー
最大寸法を明記し、設計の目安としまし

た。

□0.4

¡マーキング

リレー本体へのマーキング（表示）は形

式、電圧仕様などの他に内部接続図など

を表示していますが、一部の小型リレー

では、内部接続図を省略しています。

¡方向指示マーク

主にプリント基板用リレーでコイル方向

を表すマークを表示しています。プリン

ト基板のパターン設計時や基板実装時に

リレーコイル方向の判読が容易になりま

す。

¡端子配置/内部接続

①TOP VIEW

下図のように上面から端子配列が見える

構造のリレーに限り、内部接続図をTOP

VIEWで記載しています。

②BOTTOM VIEW

下図のように上面から端子が見えない構

造のリレーに限り内部接続図をBOTTOM

VIEWで記載しています。

③BOTTOM VIEWの回転方向

プリント基板用リレーでは、コイルを左

側（方向指示マークを左側）として矢印

方向に回転させたときの端子配列を表示

しています。

回転軸 

シンボル 

使用例 

プリント基板加工寸法 端子配置/内部接続 

注. 外形寸法図、プリント基板加工寸法図、端子配置/内部接続図はすべて、
方向指示マークを左側にして書かれています。
また、ケースマーキングの表記に合わせるため、JISの接点記号で表記していません。
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